
ヘンリー・ジェイムズと視覚芸術
　　　一The　Wings　of　the　Doveの場合一

山口　志のぶ

［キーワード：①ジェイムズと視覚芸術との関係②象徴③対比

　④連関する絵画による暗喩⑤入れ子構造とテクスト解釈］

序

　Henry　Jamesの作品を一読すると、実に数多くの絵画や彫刻あるいは

著名な画家や彫刻家の名前がテクストに織り込まれていることに驚かさ

れる。小説家がそれらを登場人物の運命やある状況を示唆する象徴とし

て用いることは、言うまでもなくごく基本な技法の一つである。しかし

ながら、ジェイムズはそれらを表層レベルで使用することはなかった。

彼は視覚芸術を物語の主題や展開に深く関与させたのである。その点が

他の作家とジェイムズとの違いである。また、彼はそれを可能とするに

十分な視覚芸術に関する知識を持っていた。

　この問題に関して言えば、すでに1944年にはEO．　Matthiessenがジェ

イムズの作品における造形美術の果たす役割の重要性について指摘して

いる’）。それにもかかわらず、この分野に関する研究は長らく未開拓の

ままであった。例えば、Leon　Edelによる伝記的研究やFrederic　Crews

による異文化衝突から生じる悲劇についての考察、Oscar　Cargillを代表

とする小説の源泉研究に焦点をあてた実証的アプローチ、あるいは

Percy　LubbockやJ．　W．　Beachらによる小説技法に関する研究、さらには
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後期の作品にみられる晦渋な文体についての分析などがジェイムズ研究

の主流をなしてきたのである。このような研究史のなかで、ジェイムズ

と視覚芸術との問題に注目した本格的な考察がなされるようになったの

は、比較的近年になってからのことだと言える。その先駆的役割を果た

している研究者がViora　Hopkins　Winner，　Jeffrey　Meyers，　Adeline　R．　Tintner

らである2）。

　一方、これら先行研究において、いまだ十分に研究されていない領域

があるとすれば、それは視覚芸術とテクストとの内容に深く言及した考

察である。そこで、ある状況におかれた主人公の心理や発話と絵画とを

関連づける新たな視点から、ジェイムズの作品を検証してみた。その結

果、絵画が果たすいくつかの重要な働きが明らかになったのである。そ

の一つは、絵画が主題につながる暗示を与え、饒舌な説明に替わって表

現すべき事柄を、より深い次元で直接的に読者に伝える役割を担ってい

ることである。また、ジェイムズは視覚芸術の描写的な特徴を利用して

物語を読者の目に見せているとも言える。さらに、これらの働きに留意

することによって、テクスト解釈に新たなる可能性を導き出すこともで

きるのである。

　本稿では、まず始めにジェイムズと視覚芸術との関係を明らかにした

上で、後期の三大長編の一つであるThe　Wings　of　the　Doveを例にとって

絵画とその役割を検証していきたい。

ジェイムズと視覚芸術との関係

　ジェイムズの生涯を概観すれば、視覚芸術との結びつきが運命的であ

り、視覚芸術についての十分な知識を習得できる環境に恵まれていたと

いう事実が明らかになる。

　第一に、ジェイムズの自伝ASmall　Boy　and　Othersの中に、視覚芸術

との運命的な絆を物語るエピソードを求めることができる。ジェイムズ
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は1855年から1858年にわたるヨーロッパ滞在中、兄のWilliamと共にル

ーヴル美術館のアポロンの問を訪れている。当時、まだ少年であったジ

ェイムズは、そこで美の「様式」と出会い、「あたりを満たす栄光の中

に美と至高の意匠のみならず歴史や名声や権力」を至福の思いで感受し

ている。のちに、この広間は生涯を通じて彼にとって貴重な役割を果た

す場となった3）。また、風習（manners）を描く小説家であるジェイムズ

が、整然としたパリの街並みを散策しながら、人生の場である現実世界

にも美の様式が存在することを認識したのも、このヨーロッパ滞在中で

あった4）。小説の構造や形式に対する彼の執着を考慮すれば、ある一定

の形を示す「様式」への最初の出会いが造形美術のそれであったことは

非常に重要である。このようなジェイムズの経験は、The　Wings　of　the

Doレeの主人公Milly　Thealeが、華麗な天井壁画や美術品に彩られたヴ

ェニスの邸宅の中で、過去の人々の営みを感受する場面に反映されてい

る5｝。

　第二に、ジェイムズは芸術家から絵画の知識を直接吸収できる機会を

得ていた。彼は、1860年にニューポートで、兄と共にWilliam　Morris

Huntのアトリエに通い、後に画家となるJohn　La　Fargeからも知的刺激

を受けている6）。また、イギリス、そしてヨーロッパにおいても、John

Singer　SargentやSir　Edward　Bume－Jonesらと親交を結んでいた7）。さらに、

North　American　Reviewの編集長を務め、　John　Ruskinやラファエロ前派

の画家たちをジェイムズに紹介し、生涯の友となるCharles　Eliot　Norton

は、1873年から1898年までハーバード大学で美術史を専門とした教授で

あった8）。

　このように芸術的な環境に恵まれたジェイムズは、ティントナーが指

摘しているように、19世紀後半の美術史の発展や思潮にも敏感であった

と推察できる9）。ヨーロッパにおいて19世紀の後半以降は、西洋美術史

における様式研究のおおいなる発展の時期であり、特にイタリア美術の

研究はドイツ語圏の美術史家がその中心的役割を果たしていた。ジェイ
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ムズは美術界におけるこの情勢を熟知しているかのように、The・Portrait

of　a　lady（1881）の中で「素晴らしい美術の先生」にドイツ人を採用し、

The　Golden・Bowl（1904）においてもドイツ人美術家としてGrimmを登場

させている10）。

　また、ジェイムズの視覚芸術に関する知識は美術評論の分野において

も十分に発揮されている。彼は父親であるHenry　James，　Sr．の勧めもあ

って、早い時期から美術評論を手がけ、ティントナーによれば、ジェイ

ムズが批評した画家は実に350人に及ぶとされている11）。例えば、彼自

身が編んだ美術評論集Pた∫配r6αη4　m’（1893）の中で、　SargentやHonor6

Daumierをはじめとする芸術家たちについて論じ、イタリア旅行記

1talian　Hours（1893）においても、数多くの絵画や画家についての言及が

見出せる。

　以上に述べたことは、ジェイムズと視覚芸術とのかかわりの深さ、視

覚芸術に対する強い関心、そして美を識別する確かな目と知識を証明し

ている。

象　　徴

　それでは、視覚芸術がジェイムズの作品の中で果たしている役割とは

どのようなものなのだろうか。The　VVings（）f　the　Doveにおけるストーリ

ーの展開の上での絵画の役割とテクスト解釈について検証していきた

いQ

　この小説においてジェイムズは、不治の病におかされたアメリカ娘が、

イギリスとヨーロッパでの経験を通じて彼女の遺産を狙う人々の陰謀と

裏切りに傷つきながらも、彼らを許し恵みの翼を広げて昇天する姿を描

いた。この作品の中でAgnolo　BronzinoとAntoine　Watteau、ならびに

Paolo　Veroneseによって描かれた絵画は、のちに詳しく述べるように、

主人公の運命を予示する重要な役割を果たし「死を直視した人間がいか
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に生きるか」という主題をより鮮明に照らし出している。

　それら三枚の絵画の中で、中心的役割を担っているものがブロンズィ

ーノによる肖像画である。この肖像画は主人公Milly　Thealeを歓迎する

宴を描いた第五篇で用いられている。この場面はアメリカからやって来

たミリーがロンドンで初めて招かれた公式な社交の場を描いたものであ

る。エスコート役を務めるLord　Markは邸内に彼女に酷似したブロンズ

ィーノの肖像画があると告げる。ジェイムズはこの肖像画を次のように

描写して、ミリーの特徴を示す細部までも読者の目に見せている。

．．．the　face　of　a　young　woman，　all　splendidly　drawn，　down　to　the　hands，　and

splendidly　dressed；aface　almost　livid　in　hue，　yet　handsome　in　sadness　and

crowned　with　a　mass　of　hair，　rolled　back　and　high，　that　must，　before　fading

with　time，　have　had　a　fami正y　resemblance　to　her　own．　The　lady　in　question，

at　all　events，　with　her　slightly　Michael－angelesque　squareness，　her　eyes　of

other　days，　her　full　lips，　her　long　neck，　her　recorded　jewels，　her　brocaded　and

wasted　reds，　was　a　very　great　personage－only　unaccompanied　by　a　joy．（1：

220－221）

　これらの特徴から、ジェイムズ研究者たちはこの肖像を《ルクレッィ

ア・パンチアティキの像》（Ritratto　di　Lucrezia　Panciatichi）であると指

摘している’2）。（図①）

　ここで問題となるのは、読者がこの肖像画を特定できたかという点で

ある。これに関して、ごく初期の作品から数々の絵画をテクストに織り

込んできたジェイムズは、彼の小説を愛する読者層と彼自身とが美術の

趣味を共有していることを認識していたのだとCharles　R．　Andersonは述

べている’3）。確かに、The　Wings　of　the　Doveが発表された1902年にはジ

ェイムズはすでに流行作家ではなくなっていたことを考慮すれば、彼の

難解で曖昧と評される作品を好む読者とは、彼自身が“childish”14）と称
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した一般大衆ではなく、そうした知識人たちであっただろうと思われる。

また、1901年に発行されたウフィッイ美術館のカタログには、この肖像

画が当館に所蔵され、描かれた人物についてもBartolomeo　Panciatichiの

妻となったLucreziaであることが記載されている15）。したがって、この

肖像画に関するジェイムズの叙述から、読者がルクレツィアの肖像を探

し当てうることは想像するに難くない。

　当然のことながら、ジェイムズがこの肖像画に描かれた娘に関して何

らかの知識を有していたことはマーク卿の言葉“one　doubts　if　she　is

good”（1：222）でも明らかである。史実によれば、ルクレッィアはメディ

チ家の親類であり、宗教改革に賛同した罪により迫害を受け入獄した経

験を持つとされている16）。この点から、ジェイムズがこの肖像画に託し

た一層深い暗示を読み取ることができる。つまり、16世紀の堕落した教

会組織とミリーの財産を狙う拝金主義に捕らわれたロンドンの社交界、

およびルクレツィアとミリーの酷似という図式から導き出される主人公

ミリーの過酷な運命である。

　さらに、この場面でミリーは“［the　young　woman　by　Bronzino】was　dead，

dead，　dead．”（1：221）と眩き、この娘の肖像に自身の死の象徴を見て取る。

この瞬間、物語を外側から傍観する読者は、あたかも生と死を分かち対

峙する二人のミリーが一つの額縁に納められた、もう一枚の絵画を目に

することになる。（図②）つまり、ジェイムズは、この肖像画を利用し

て読者の想像力を喚起し、劇的な一瞬の描写を即時的かつ印象的なイメ

ージへと変容させると同時に、主人公の過酷な運命をも示唆しているの

である。

　このような効果を狙って、肖像画やある特定のイメージを想起させる

芸術家を登場人物と関連づける技法を、ジェイムズは小説創作における

ごく初期の時期から用いている。例えば“Four　Meetings”（1877）では、

主人公Carolineから全財産を奪い取る従兄は、当時冷酷だと評判の

Leon　G6romeの画室に出入りしている！7）。したがって、純真な彼女がい
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図1　ブロンズィーノ　《ルクレツィア・パンチアティキ》1540年頃
　　　フィレンツェ、ウフィツィ美術館
　　　Bronzino：Ritratto　di　Lucrezia　Panciatichi．　Galleria　degli　Uffizi，　Firenze．

　　　（『世界美術大全集．「1第15巻　小学館　1998年　p．47）
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かに彼を信じ、貸した金の返済を待とうとも、芸術家の名前が暗示とな

って、洞察力ある読者は物語の結末を容易に想像することができるので

ある。しかし、後期の代表作の一つであるThe　VVings　of　the　Doveにおい

て、ジェイムズの肖像画の使い方は、別の絵画と連関させることによっ

て新たなる意味を創造する点で進化を遂げている。

対　　比

　これまで述べてきた象徴としての絵画の利用法に加えて、ジェイムス

はブロンズィーノとヴァトーの作風の違いを効果的に利用して、主人公

ミリーが経験する幸せの絶頂と孤独、束の間の夢と辛い現実を見事に描

出し、彼女の運命的な決断にいたる記述をも強化している。

　ジェイムズは、第五篇の冒頭つまりブロンズィーノの肖像画とミリー

を対峙させる場面に先立って、彼女をAntoine　Watteauの世界へと誘っ

ている。アメリカ娘の眼に“the　admirable　picture”（1：210）と映ったのは、

彼女が初めて訪れたロンドンの社交界である。彼女はこの宴が催されて

いる由緒ある邸宅に「ほとんど法外なまでに壮麗なヴァトーの構図」18）

を見て取ったのだ。そしてその額縁の中に入ることを許され、その画布

を構成する人々と過ごすひと時は、彼女にとってまさに“an　armful　of

the　rarest　flowers”（1：208）だったのである。

　ミリーはその館の庭内で、ロンドンにおける友人のMrs．　Lowderや

Kateが社交界という青い空を、心ゆくまで泳ぎまわっている様子を眺

めている。そして、彼女たちがこの宴に出席できるように口を利いたマ

ーク卿こそはこの世界の住人、まさに“the・note・of・the　blue”（1：213）であ

ると感じる。一方、ラウダー夫人は、長い年月を経て再会したかつての

学友Mrs．　Stringhamが宴の主賓であるミリーを紹介してくれたことを喜

び、アメリカ人は“lavender　and　pink　paper”（1：215）で包んで人を保管し

ておくようだと述べる。また、“the　palest　pinks　and　blues”（1：223）の衣装
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に身を包んだLady　Aldershawはミリーを自邸へ招待したいと申し出る。

　これらの叙述からも明らかなように、ジェイムズは、この宴にヴァト

ーの描いた背景や貴族達の装いを想起させるブルーやピンクやラベンダ

ーなどの色彩を施している。つまり、ジェイムズは自著の美術評論集の

中で“the　high－water　point　of　natural　elegance”19〕と評したヴァトーの雅宴画

のイメージを用いて、主人公の目を通し彼女の意識に現れた豪奢なロン

ドンの社交界を描き、伝統と芸術に飢えたアメリカ娘が生まれて初めて

高度な文化に触れた喜びを見事に描出しているのである。

　そしてこの優雅な社交界の外観が繊細な筆致で描かれれば描かれるほ

ど、この世界の内実つまり軽薄で狡猜な一面を感じた時のミリーの醒め

た気持ちは大きな落差をもって伝わってくる。ミリーがロココの世界を

構成する人々に見出したものは、気品や洗練であると同時に彼らの愛想

笑いや患勲な態度、ならびに舐めるような視線であったからだ。そのた

め、ミリーはロンドンの社交界における自身の立場を冷静な目で眺めな

ければならなくなる。このような描写の後で、ジェイムズはブロンズィ

ーノの肖像画とミリーを対面させる。

　その結果、ミリーが入り込んだヴァトーの世界一貴族たちの社交風景

を華麗な色調で描いた雅宴画　と、彼女に酷似したクリスタルのように

冷たく能面のように表情に乏しいブロンズィーノの肖像画とが創出する

鮮明なコントラストは、ある種の意味を持ち始める。つまり、その不調

和な印象はテクスト内容と強固に結びついて、この宴におけるミリーの

疎外感と違和感および緊張感を代弁する視覚的イメージとして読者の感

情に直接的に訴えてかけてくるのである。

　このような対比の技法に加えて、ジェイムズ自身がニューヨーク版の

序文の中で「最高の趣味を活かすための機会」あるいは「極度の洗練」

と称したThe嗣πg5げ伽Doレεには、より複雑な技法が用いられてい

る2°）。その技法とは、これまで考察してきたブロンズィーノの肖像画と

ヴァトーの雅宴画が造りだす構図を用いて、物語の展開と帰結を目に見
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える映像として結びつけることである。したがって、第五篇におけるこ

れら二枚の絵画が担う最も重要な役割は、この場面でミリーが述べた

“Ishall　die，　as　if　I　were　alive．．一”（1：199）という言葉と物語の大団円で示

される結末をつなぐことにある。特にこれは、ティントナーやマイヤー

ズといったジェイムズ研究者たちによって未だ指摘されていない新しい

点と思われる。

連関する絵画による暗喩

　ここで大団円における絵画の役割を検証する前に、ミリーの運命を左

右し物語の結末を決定する出来事と絵画との関係を検証してみたい。

　第二の転換点である第八篇で、ストリンガム夫人はミリーの主催する

晩餐会を“a　Veronese　picture”と見なし、その絵画の中でミリーの想い人

Densherは「盃を掲げ堂々とした若者」であると語っている2D。この特

徴からマイヤーズやティントナーが《カナの婚宴》（Nozze　di　Cana）と

特定した祝宴画は主人公の運命と深い関りを持っているのである221。

（図③④）

　この問題に関して、マイヤーズはブロンズィーノによる肖像画に描か

れた真珠の首飾りとヴェロネーゼの祝宴画に表現された世界をミリーの

富の象徴として関連づけながらも、それ以上の考察を行なっていない23）。

しかし、これまで述べてきたように、この作品における絵画とテクスト

との不可分の関係とジェイムズが絵画に託した多重的な暗示とを考慮す

るとき、より進んだ考察の意義は十分にある。ここで重要なことは、ブ

ロンズィーノの肖像画とヴェロネーゼの祝宴画ならびに晩餐会当日のミ

リーの装いを、真珠の首飾りという暗号によって結び付けられた一連の

絵画と見なし、ヴェロネーゼの祝宴画を構成する細部を見ることである。

それによって新たなるテクスト解釈が可能になる。

　そこで、図⑤に描かれている手前から三番目と四番目の男女に注目し
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図③　ヴェロネーゼ　《カナの婚宴》1562－63年　パリ、ルーヴル美術館
　　　Veronese：Nozze　dl　Cana，　Mus6e　du　Luvre，　Paris

　　　（「世界美術大全集』第13巻　小学館　1998年　ρ．269）

図中
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たい。この絵画はヴェロネーゼによる《カナの婚宴》の左端の一部であ

る。そこに、彼らが手前に座る女性の見事な真珠の首飾りに目を奪われ

ている様子が見て取れる。ジェイムズ研究者たちはこの部分に気づいて

いないようである。つまり、ブロンズイーノの肖像画に描かれている真

珠の首飾りは、ヴェロネーゼの祝宴画に描かれた首飾りと結びついて、

主人公の財産を狙う陰謀の存在を暴露し、目に見える告発となっている

のである。作者はこれを言葉で記すのではなく、絵画の内容と読者の知

性に裏打ちされた想像力に託して視覚的に表現しているのである。した

がって、ミリーの主催する晩餐会をヴェロネーゼの祝宴画と見なしたス

トリンガム夫人の真意は、行文には記されずとも、デンシャーの行動に

対する牽制であろうというテクスト解釈が可能になる。

　このように、絵画を通して予示されたケイトとデンシャーの陰謀は後

に現実のものとなる。晩餐会当日、ケイトはミリーの胸元を飾る真珠の

首飾りを指し示し、デンシャーに対して“Everything　suits　her　so－espe－

cially　her　pearls．．．．　1’ll　trouble　you　really　to　look　at　them．”（II：217）と述べ、

二人はそれを凝視しながらミリーの財産を奪う計画を実行に移す取り決

めをするからである。

　このように、第五篇におかれたルクレッィアの首飾りは、第八篇でヴ

ェロネーゼの祝宴画を構成する貴婦人の胸に掛けられ、ついには額縁か

ら抜け出して、この小説の主人公の首に掛けられたのである。換言すれ

ば、この場面でミリーは視覚芸術の構成要素となり、視覚芸術は連関す

る一組の絵画となって言語芸術の継起性を手に入れたとも言える。

　また、本来、キリストが水をワインに変えたという聖なる奇跡が主題

であるはずの画布に、物欲に捕らわれた人々を描きこんだヴェロネーゼ

の祝宴画に託して、ジェイムズが後に高徳な行ないによってデンシャー

を改心させたミリーを救世主に擬え、彼女を取り巻く世俗の人々の本質

を読者の目に見せているのだとも考えられる。ここに、視覚芸術と言語

芸術の融合を可能にしたジェイムズの巧緻な技法の一端を見ることがで
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きる。

入れ子構造とテクスト解釈

　最後に、ケイトとデンシャーの陰謀とミリーの生への模索とが精妙に

結びついている物語の結末と、絵画との関係について検証していきた

いo

　The　Wings（of　the　Doveは、ミリーの遺産譲渡書とおぼしき封筒を前に

して、彼女との思い出に捕らわれたデンシャーをケイトがなじる場面で

結ばれている。一方、主人公のミリーは、この小説の中盤以降、病状の

悪化を理由に物語の前面から姿を消してしまい、彼女の相談役であるス

トリンガム夫人の視点を通して間接的に語られるのみで最後まで登場す

ることはない。そのため、ミリーがロンドンの社交界でどのように生き

たのか、あるいは「生きているように死にたい」というミリーの願いを

ジェイムズが物語の結末でどのように示しているか、という問題が残る

のである。

　しかし、新たなる観点に立てば、つまり、ロンドンの社交界を表すヴ

ァトーの雅宴画とミリーに酷似したブロンズィーノの肖像画が構成する

入れ子構造に着目すれば、ジェイムズがこの二つの絵画に託したミリー

の最後の姿は読者の目にも明らかであろう。

　第五篇で述べたように、ジェイムズはミリーに酷似したブロンズィー

ノの肖像画がヴァトーの絵画を思わせる邸宅の一室にあると記してい

る。第一に、この入れ子構造をなす二枚の絵画は、アメリカ娘のミリー

がロンドンの社会の中に入り込んだことを示唆している。それは、ミリ

ーがケイトの話から知識を得て、ロンドンの社交界の風習であるgive－

and－takeの規則に従い世俗の財を捧げ、その見返りとしてデンシャーの

心を獲得したと推察できるからであるa｝。

　一方、この出来事の詳細をケイトの立場から述べるとすれば、以下の
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ようになる。ブロンズィーノの肖像画の前で、ケイトは病身のミリーか

ら死ぬまで病気を隠し通すための手助けを求められる。このときケイト

は“＿if・there’s　anything　to　bear　you’11　bear　it．”（1：229）というミリーの言

葉を聞いて“But・1　won’t・bear・it．”（1：229）と述べ、彼女の依頼を一度は拒

絶する。しかし、ミリーからなかば強引にその約束をさせられてしまう。

その結果、この契約はミリーの死の象徴であるルクレツィアが立会人と

なって成立し、ミリーとの美しい思い出に恋人のデンシャーを奪われる

という辛い現実にケイトは耐えなければならない。したがって、ケイト

はその対価としてミリーの遺産を譲り受ける権利を有するのである。

　第二に、ブロンズィーノの肖像画はこのような俗なる取引にもかかわ

らず、ミリーが真実の愛によってイギリス人であるデンシャーの心の中

にも入り込んだという解釈をも可能にしている。その鍵を握るものはル

クレッィアの首に掛けられたもう一つの首飾りである。ティントナーや

マイヤーズによって指摘されているように、その金の鎖をつなぐプレー

トには、永遠の愛を意味する“Amour　Dure　Sans　Fin”という文字が彫り

込まれているからである25）。（図⑥）

　さらに、「生きているように死にたい」というミリーの希望どおり、

彼女が病んだ姿をデンシャーに見せずに亡くなったことを考慮すれば、

血の気のないルクレツィアの肖像は、ミリーのあたたかな微笑みに姿を

変えて、デンシャーの記憶の中で「生きている」と想像できる。つまり、

彼女の死の象徴たるルクレツィア肖像は、最終章で彼女の生の象徴に転

化されているのである。

　このように、ジェイムズは連関する絵画に託して、陰謀の犠牲になり

死に逝くミリーの姿ではなく、永遠に生き続ける彼女の姿を読者の目に

みせている。したがって、たとえミリーの姿は描かれずとも、物語の結

びに記された“Her　memory’s　your　love．　You　want　no　other．”（II：404）とい

うデンシャーに向けられたケイトの言葉の背後に、「永遠の生を勝ち得

たミリーの姿」を読者は鮮明にイメージすることができるのである。
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　これまで絵画とテクストとを連関させる新しい観点からのテクスト解

釈を試みてきた。それから得た結果は、マイヤーズが指摘したThe

槻η8∫（ゾ伽Dov6の主題とは異なるものである。彼はヴェロネーゼの祝

宴画の解釈を論拠として、それを「精神性に対する物質主義の勝利」で

あると述べている26）。しかし、ヴァトーの雅宴画に納められたブロンズ

ィーノの肖像画のごとく、デンシャーの思い出の中に高々と掲げられた

ミリーの生き生きとした肖像を想起する時、この物語の主題は物質主義

に対する精神愛の勝利と解釈できるのである。

結　び

　以上のように、ジェイムズは7弛w1η8∫の加Dov6において、視覚芸

術を利用して、物語の転換点における劇的な一瞬を即時的かつ印象的な

場面として描出している。また、絵画は冗長な説明に替わって表現すべ

き事柄をより深い次元で直接的に読者に伝え、小説に深みと広がりを持

たせることによって、彼の「語らずして語る」小説を完成させる重要な

役割を担っているのである。同時に、絵画の暗喩的使用による読者の過

剰なイマジネーションの広がりを記述によって制限することで、視覚イ

メージと言語との理想的な相乗効果を引き出しているとも言える。

　さらに、連関するブロンズィーノとヴァトーならびにヴェロネーゼの

三枚の絵画は、この小説の主題を鮮やかに照らし出し、物語の展開に巧

緻に絡み合い一筋の流れとなって大団円に到達するというように、テク

ストと不可分の要素を構成している。その意味では、ジェイムズは彼の

小説をより深く理解したいと望む読者に、彼と同様の趣味とそれに関す

る知識を要求しているのである。

　ジェイムズは絵画と文学との相補性について、“the　analogy　between

the　art　of　the　painter　and　the　art　of　the　novelist　is，　so　far　as　I　am　able　to　see，

complete．．．，They　may　leam　from　each　other，　they　may　explain　and　sustain
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each　other．27）と述べている。これに関連してマイヤーズは、“ln　The　Wings

of　the　Dove．．．James　frequently　attempts　to　make　the　reader　see　by　imitating

the　representational　characteristics　of　the　pictorial　arts，　and　by‘composing，　as

painters　call　it’the　complex　elements　of　his　novel．”28）と述べ、美術作品と登

場人物たちを関連づけるジェイムズの技法の重要性を指摘している。

　このようなジェイムズの主張とマイヤーズの指摘は、The　Wings　of　the

Doveの中で見事に実証されている。つまり、この作品には視覚芸術を

単なる象徴として使用するにとどまらず、言語芸術と視覚芸術の織り成

す融合芸術を追求したジェイムズの姿勢が示されているのである。
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　　付記

本稿は、2003年度学習院大学英文学会における口頭発表の内容をもとに加筆・

訂正を施したものである。

　Henry　James　and　Visual　Arts：

A　Case　of　The　VVings　of　the　Dove

YAMAGUCHI，　Shinobu

　　Henry　James　weaves　many　pictures　and　artists　into　the　textures　of　his　works．

He　was　wel置versed　in　visual　arts　and　able　to　make　effective　use　of　them．　He

thought　that　the　art　of　the　novelist　and　the　art　of　the　painter　had　many　charac－

terlStlCS　ln　COmmOn．

　　Recently，　several　James　scholars　have　been　studying　this　area　and　several

interesting　studies　of　their　research　have　been　published，　However，　it　seems

that　they　reach　insufficient　conclusions　to　the　argument　regarding　the　connec－

tion　of　text　with　visual　arts　and　the　purpose　of　art　in　James’fiction．　This　paper

attempts　to　fill　this　void　by　examining　the　roles　of　the　f6110wing　artists’works

in　7加W囎∫の加Dov8：Bronzino，　Watteau　and　Veronese．

　　The　results　of　this　study　show　that　their　works　play　signi．ficant　roles　in　pro－

viding　readers　with　visible　illustrations　of　the　subject　of　the　fiction　and　convey

directly　and　adequately　what　the　author　wanted　to　do　instead　of　using　tedious

descriptions．　They　add　the　charm　of　artistic　depth　and　vivid　impressions．　This

study　also　shows　that　it　is　possible　to　make　new　text　interpretations　about　the

text　of　this　novel．

（人文科学研究科イギリス文学専攻　博士後期課程2年）
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